
先日の創立記念集会では、生徒たちに「今日の最高を、明日の最低にしよう！」という言葉

を贈りました。今日できたことに満足して終わるのではなく、明日はそこを新たな出発点とし

て、さらに一歩前へ進んでほしいという願いを込めたものです。日々の小さな努力を積み重ね

ながら、自分自身を高めていってほしいと思っています。

創立101年目を迎えた今、生徒たちは本校の次の100年をつくっていく

大切な存在です。保護者の皆様と学校が力を合わせながら、生徒一人ひ

とりが自分という「宝石」を磨き、それぞれの場所で自分らしく輝いて

くれることを心から願っています。今後とも、本校教育へのご理解とご

協力をよろしくお願いいたします。
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瓊 浦 の 窓

9月4日(金)に県立総合体育館で開催される「瓊浦体育祭」のブロック編成が決まり、ブロッ

ク長を初めとしたブロックの役員も決定しました。6月18日(木)には、各ブロックごとに集まり、

出場種目を決める集会を持ちました。本番に向けての準備が始まります。

赤組（情３Ａ、機３Ａ、普２Ｄ、機２Ａ、普１Ａ、普１Ｂ）

ブロック長 山下 優葵(機３Ａ)

青組（普３Ｂ、機３Ｂ、普２Ａ、情２Ａ、普１Ｃ）

ブロック長 青柳 旺道(普３Ｂ)

黄組（普３Ａ、普３Ｃ、普２Ｃ、機２Ｂ、普１Ｄ、機１Ａ）

ブロック長 冨永 朝日(普３Ｃ)

緑組（普３Ｄ、普２Ｂ、機２Ｃ、情１Ａ、機１Ｂ）

ブロック長 左村 都之助(普３Ｄ)

創立記念週間にあたって ～今日の最高を、明日の最低にしよう！～

理事長 宮崎 芳之

先日の高校総体では、多くの生徒たちが競技や応援、運営補助など、それぞれの立場で力を尽

くしてくれました。試合に出場した生徒はもちろん、仲間を支え、励まし続けた生徒たちの姿に

も、本校生徒らしい誠実さや一生懸命さが感じられ、大変嬉しく思いました。その結果として優

勝旗６本獲得という偉業を達成できたものと思っています。九州大会、さらには全国大会へ進む

生徒も多くおります。瓊浦高校、そして長崎県の代表として、自信と誇りを持って頑張ってほし

いと思います。

さて、本校では毎年6月の第4週を「創立記念週間」とし、学校の歩みや建学の精神について改

めて考える機会としています。6月25日は、本校の創立記念日です。創立記念日は、単なる「学

校の誕生日」ではなく、本校がどのような思いで創られ、何を大切にしながら今日まで教育を続

けてきたのかを振り返り、その精神を次の世代へ受け継いでいく大切な日であると考えています。

本校は大正14年（1925年）、長崎市桜馬場の地に「瓊浦女学校」として創立され、今年で101

年目を迎えました。創立者の中村安太郎先生は、「長崎の若者を育てたい」「地域の未来を支え

る人材を育成したい」という強い思いを持って本校を創設されました。現在、生徒たちが日々学

ぶこの学び舎は、そうした志の上に築かれていることを、私たちは大切に受け止めていきたいと

思います。また、「瓊浦（けいほ）」という校名には、長崎らしい意味が込められています。

「瓊」は宝石、「浦」は海辺を意味し、「宝石のように美しい港」を表す長崎の古い呼び名に由

来するといわれています。そして私は、この校名には、生徒一人ひとりへの願いも重ねられてい

るように感じています。宝石は、最初から輝いているわけではありません。丁寧に磨かれてこそ、

本来の光を放ちます。これは、生徒たちの成長にも重なるものではないでしょうか。勉強、部活

動、資格取得、友人との関わり、学校行事への取組など、日々のさまざまな経験を通して自分を

磨くことで、一人ひとりの可能性は少しずつ広がっていきます。

創立者が大切にされた言葉に、「金剛石も磨かずば玉の光は添はざらん」があります。どれほ

ど価値あるダイヤモンドであっても、磨かなければ光りません。人もまた、学びや努力を積み重

ねることで、本来持っている力を発揮できるようになるという教えです。

今の時代は、SNSなどを通して他人と比べやすい時代でもあります。しかし、本当に大切なの

は、誰かと比べることではなく、「昨日の自分より少し成長できたか」という視点ではないでしょ

うか。成績が少し上がった、苦手なことに挑戦できた、人に優しく接することができた・・・そ

うした小さな積み重ねが、やがて大きな成長につながっていくものと信じています。

体育祭ブロック編成決まる

※101年目の今年は「創立記念集会」として、6月22日(月)に実施さ

れました。朝から行われた集会では、本校の歴史についてのビデオや

講話があり、生徒たちは真剣な様子で集会に臨んでいました。

集会で使われた資料 →

6月17日(水)、1年生を対象にＡＥＤ講習が行わ

れました。

「命の尊さを再認識し、人命救助に必要な知識・技術を学び、模擬

体験をすることで知識・技術の定着を図る。」という目的で毎年開

催されています。生徒たちは、ひとつひとつの作業に真剣に取り組

んでいました。

ＡＥＤ講習会



６本（県内の学校で最高本数）の優勝旗

を獲得することができました。

個人種目は紙面の都合で上位大会につながるものだ

けを載せさせていただきます。

【男子バドミントン部】完全優勝！
○団体 優勝 （11年連続39回目）☆

○ダブルス

優勝 増田(普3D)・横田(普3D)☆

準優勝 井川(普2D)・國分(普2D)☆

３位 仁科(普2D)・森下(普2D)

３位 齊藤(普3D)・左村(普3D)＊

○シングルス
優勝 井川(普2D)☆

準優勝 村川(普3D)☆

３位 増田(普3D)＊

３位 齊藤(普3D)＊

【ハンドボール部】

初めての男女アベック優勝！
○男子団体 優勝 （4年連続21回目)☆

決勝 瓊浦 31－28 長崎日大

○女子団体 優勝 （5年ぶり２回目)☆

決勝 瓊浦 22－20 清峰

【卓球部】

○男子団体 優勝 (7年ぶり11回目)☆

決勝 瓊浦 ３－０ 鎮西

○ダブルス

第４位 辻（普1D)・中野(普1D)＊

○シングルス

決勝 福島(普1D)☆

３位 宮島(普2D)☆

３位 前川(普3D)☆

【男子バスケットボール部】

○団体 優勝 （4年連続12回目）☆

決勝 瓊浦 93－91 長崎工業

【ボクシング部】

○団体 優勝 （2年連続26回目）

○個人(２位以上を記載）

バンタム級 １位 江川(機2C)☆

２位 小﨑(機2B)

ライトウェルター級 1位 山下(普2B)☆

ウェルター級 １位 神田(機2B)＊

ミドル級 ２位 山口(機2C)＊

【柔道部】

○女子団体 ３位

○女子個人

48㎏級 優勝 小宗(普3D)☆

３位 笹田(普3A)

63㎏級 ２位 松田(普1D)＊

70㎏級 ３位 神毛(普3D)

78㎏級 ２位 吉田(普1B)＊

○男子団体 ベスト８

【空手部】

○女子団体組手 ３位

○女子個人組手 ベスト8 大曲(普3C)＊

【陸上部】北九州大会進出者のみ掲載

男子800M 優勝 山口(普3D)

６位 平山(普3D)

男子3000MSC

６位 久保田(普3A)

高 総体 の 戦 績
【女子バドミントン部】

○団体 ベスト８

1、2年生チームで頑張りました。 第２回長崎県高等学校野球連盟会長杯

１回戦 瓊浦 ９－１ 壱岐

【バレーボール部】 準々決勝 瓊浦 １－８ 大崎

○男子 ３回戦進出ならず

○女子 準々決勝進出ならず

【サッカー部】

○男子 ３回戦進出ならず 第108回全国高等学校野球選手権長崎大会

7月6日(月)から始まる大会の組み合わせが決ま

【剣道部】 りました。瓊浦はシード校なので２回戦から登場

○男子団体 予選リーグ突破ならず します。11日(土)ビッグＮの第２試合(12:30～)

○女子団体 予選リーグ突破ならず ベンチは３塁側です。応援よろしくお願いします。

－選手の決意－

【水泳部】 チーム全員が気持ちを

○男子団体 ４位 一つにして、甲子園を目

○男子 九州大会への出場を決めた者 指して頑張ります。

50m背泳ぎ 村田(普1A) (野球部主将 機3B 尾崎）

50m平泳ぎ 浜田(普3D)

100m背泳ぎ 村田、高比良(普3D)

200m個人メドレー 川口(情3A)

200m平泳ぎ 高比良

400m個人メドレー 川口

4×100mメドレーリレー

村田･高比良･川口･中尾(機2C)

○女子 九州大会への出場を決めた者

200mバタフライ 田添(普2C)

4×100mメドレーリレー

山口(普1A)･若杉(普1C)･田添･古川(普3C)

【個人参加】

○体操競技 男子個人

個人総合 ５位 吉田(機3A)☆

※九州大会の結果は次号で紹介します※

～２日 期末試験

３日 インターハイ等壮行会

機械製図検定(２次)

５日 全商ビジネス文書検定

第１回英検(２次)

６日 看護の出前授業（放課後）

７日 進路講演(普1AD、普2AD)

８日 対外模試

１０日 第１回漢検（放課後）

パソコン利用技術検定

１３日 振替休日（6月27日分）

１４日 生徒総会（6ｈ～）

１６日 校内競技大会

１７日 １学期終業式

７月の主な行事

野球 部 の 活 動

【記号の説明】

☆…インターハイ、

九州大会出場

※…九州大会のみ出場


